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先週９月５日の土曜日に財団セミナーがリモートで
行われました。後ほど青木委員長から詳しい報告があ
ると思いますが、あらためてロータリーの中で大きな
役割を担っているところと感じました。ここに集まっ
た大きなお金が世界のロータリークラブの活動の原資
となるわけです。ここで少しその話をさせていただき
たいと思いますが、皆さんの財団への寄付は大きく２
つの分類となります。スマイルでの寄付は通常みな年
間目標一人200ドルとされている年次寄付になり、
1000ドル以上まとめた寄付は通常恒久基金となります。
それらは３年間の留保後、奉仕活動資金として使え
るようになりますが、その中に恒久基金は含まれてい
ません。では何が活動資金になっているかといいます
と年次寄付と、もう一つは恒久基金を投資して得た収
益金です。ならば恒久基金はいつ何に使うのと思いま
すが、どうやらその名の通り永久に使われない、正確
には投資にしか使われず、その元金は永久に貯蓄され
るのです。
一年前の財団セミナーで、「恒久基金は投資によっ
て絶対増やす」という話が非常に印象的でしたが、言
うだけのことはあるようで、ここ10年の資料によると
確実に収益をあげ続けているのが分かりました。ロー
タリー財団管理委員会というところで、委員長以下８
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　　幹事報告　　　　　　　　 　幹事　　田中　基章

１．9/12に奉仕プロジェクト部門セミナーが開催され
ます。登録された方々はご参加をお願いいたします。
２．9/26に米山記念奨学部門セミナーが開催されます。
　当該委員長・参加希望の方は登録をいたしますので
申し出てください。
３．10/29はガバナー公式訪問となります。当日は、
班分けをせず全会員様が参加可能な広い会場（越谷
市民球場会議室）にて開催をいたしますので皆さま
のご参加をお願いいたします。スケジュール等は
追ってご報告いたします。
４．当クラブ清村会員よりインフルエンザ予防接種の
ご案内が届いております。新型コロナウィルスとイ
ンフルエンザが今冬に同時に流行する「ツインで
ミック」への懸念が高まりインフルエンザ予防接種
への重要性がましておりますので、ご希望の会員様
は予防接種の実施をお受けください。実施要綱は、
皆さまに配布させていただきましたのでご確認をお
願いいたします。

人（任期４年）の委員会が、過剰なリスクのない堅実
な投資を行うことを目標として、外部に委託している
投資運用会社を含め、常に厳しく管理をしているとい
うことです。
でもリーマンショックの時ってどうだったんだろう
と、調べてみますとその時はさすがに２億ドル以上の
損失を出したようです。では現在、どれくらいの恒久
基金がたまっているかと素朴な疑問となり調べますと、
見つけたのは、2015年６月現在で、10億ドル強、つま
りざっと1000億円。もっとあるんじゃない？とも思っ
てしまったりしますが、いずれにしましてもしっかり
した基盤のもと、ロータリークラブは存在し、素晴ら
しい活動ができているのだと感じます。皆さんには今
後とも、スマイルと合わせ、ご寄付のご協力をお願い
致します。
最後に公式訪問についてのお知らせとお願いです。
今年は10月29日がガバナー公式訪問例会になります。
当初の考えではこの頃にはコロナ騒動も落ち着いて、
例年のような公式訪問ができると思っておりましたが、
どうやらそうもいかないようです。どうすればよいも
のかと悩みました。ズームとのハイブリッドで、この
例会場で行えないことはないでしょうが、できれば皆
さんに会場に来ていただきたいという想いから、広い
会場で、ズームなしで、開催させていただくこととな
りました。会場は市民球場会議室です。ぜひ一人でも
多くの会員の皆さんに参加いただきたく、お願い致し
ます。
ただ、前週の10月22日はガバナー補佐をお招きして
のクラブ協議会となりますが、こちらは大変申し訳あ
りませんが、理事役員、各委員長のみ会場に来ていた
だき、ほかの皆さんにはズームで参加いただくことに
なりました。またあらためてご案内があると思います
が、ご協力をお願い致します。

　　スマイル報告　　　 社会奉仕委員会  　隅田　　敏

今　　回 63,000円

292,000円累　　計

次の例会の案内

第1608回 9月17日

奉仕プロジェクト部門セミナー報告
会員維持フォーラム

　　委員会報告

◆親睦友愛委員会	 中村　　猛
家族親睦バーベキュー
日　時／令和２年10月25日㈰
　　　　集合：７時50分　市役所脇　宅建会館前
　　　　　　　８時10分　南越谷東口東京海上火災前
目的地／群馬県　赤城山麓　バーベキュー白水
登録料／会員8,000円、大人・中学生6,000円
　　　　子供（小学生4,000円）、未就学児無料



ロータリー財団部門セミナー報告

ロータリー財団セミナーが、９月５日㈯に
Zoomにてオンラインセミナーで第１部そして第
２部（主に５年未満の会員）の分けて行われまし
た。わがクラブから、五十嵐会長、田中幹事、浜
野会員、小林（充）会員、そして、青木が参加しま
した。
冒頭、中里公造ガバナーよりご挨拶がありまし
た。その中で中里ガバナーは、WHO（世界保健
機関）より、アフリカ大陸からポリオ（小児麻痺）
が根絶されたとの報告がされたとの話がありまし
た。昨年まで、世界で３か国、パキスタン、アフ
ガニスタン、ナイジェリアにあったポリオが、ナ
イジェリアから根絶され、残るは、南アジアのパ
キスタン、アフガニスタンの２か国となったわけ
です。
その後、ロータリー財団部門の６つの小委員会
の各委員長による説明がありました。
１．資金推進委員会
２．ポリオプラス委員会
３．補助金・VTT委員会
４．地区補助金委員会
５．財団奨学・平和フェロー・学友委員会
６．資金管理委員会
資金推進委員会から特にあったのは、寄付され
たものは３年後に、WFに50％、DDF（各地区に）
50％に分けられ各プロジェクトに使われる。そし
てその間に、寄付されたものは投資運用をされる。
その運用収益率は年次寄付で3.2％、恒久基金で
5.0％になっているとのことでした。また、今年

度は、地区寄付目標額として、会員一人当たり年
次寄付200ドル以上、ポリオプラス50ドル以上、
べネファクター１名（50名以上のクラブは２名）
をお願いしますとのことです。また、ロータリー
カード（0.3％がR財団に還元される）への入会も
宜しくとのことでした。
ポリオプラス委員会から、このプログラムは、
国際ロータリーの特別プログラムでありすべてに
優先して行われるものであると強調していました。
第２部　主に５年未満の会員の方を対象とした
セミナーでは、「ロータリー財団について」と題
し詳しく小宮財団部門委員長による話がありまし
た。続いて「ロータリー平和フェローを終了して」
と題し、2018〜19年度平和フェローの「竹之内千
明」さんがオーストラリア、クイーンズランド大
学のロータリー平和センターで２年間学んだこと
を話しをされ、世界中から10名の仲間が集まり学
んでいたそうで、仲間と共に、主に紛争解決、平
和研究、国際関係について研究したとのことでし
た。
最後に、竹之内さんは平和フェローになる前は、
レバノンにいて活動をされており、先般の大爆発
等により大変な事態になっているレバノンに、
ロータリアンの皆様に援助をお願いしたいとのこ
とで締めくくりました。
大変有意義なセミナーでありましたが、Zoom
による形式で、うまくいかなくなる場面もあり
少々残念なところもありました。以上報告いたし
ます。-

ロータリー財団委員会　青木　伸翁



会員卓話

最初に、会社紹介をさせていただきます。越谷市
大沢で、調理麺（ざるそば・冷やし中華・パスタ）
総菜を製造し、スーパーやCVSさんに卸していま
す。CVSさんとのお取引ですので24時間、365日工
場は稼働し、青森から大阪まで毎日商品を提供して
います。年商は61億円、従業員は400名です。私は
生まれた時からうどん屋でした。生まれる４年前父
が戦争から帰り茹でうどんの販売を始めたのです。
小学校時代は先生から、「栗田は大きくなったらう
どんや継ぐんだろう」と、良く言われましたが、こ
れがいやで自分は、パイロットになりたかったので
した。
家業の製麺業を24歳から始めました。当初は良
かったのですが、次第に大手メーカーの台頭や、安
売りの為に、家業は売上利益が減少し、廃業か倒産
の心配をするようになってきました。そんな時、関
西市場を見学する機会を得ました。そうしたら何と、
大阪の方がもっと安く売っていたのです。これには
参りました。ただ、麺コーナーの横にストレートの
麺つゆや、かき揚げをセットした商品が並んでいた
のです。関西は安さも求めますが、簡便さも求めて
いたのです。「これだ」と思いました。それは、大
手メーカーは面倒なセット麺などは製造しないし、
価格競争にも巻き込まれないと思ったからです。早
速、生産しスーパーさんに商品を置いて貰いました
が、全く売れませんでした。改良を重ね何年か苦労
していました。ある時コンビニさんが調理麺を売っ
てみたいと要請があり納品しました。これが当たっ
たのです。「ざるそば」、「冷やし中華」を作っても作っ
ても作り切れない状況でした。機械も冷蔵庫も調理
器具も人手も全てが足りません。でも、売れるのは
７・８月だけで、秋冬はアルミ鍋に入ったなべ焼き
うどんしかなかったので、全く売れませんでした。
ある時、会社の決算を変更しました。通常12か月
決算ですが９か月に短縮しての決算でした。決算書
は赤字になりましたが、銀行さんからは内容が分
かっているから融資は問題ありませんと、言われま
した。しかし赤字は２期続けると融資は難しくなり
ますから次期は必ず黒字にして下さいと言われ、私
も問題ないと思っていました。ところが、次の年が
なんと「冷夏」だったのです。一番稼ぎ時の夏に売

り上げ利益が出ませんので、当然この期は赤字で２
期連続赤字と言う心配がでました。銀行さんからは
「クリタの為だから、貸さないのですよ」とか、メ
ガバンクは「うちは貸すのも早いが、引くのも早い
のです」と平然と貸しはがしでした。あとは必至で
した。「入るを量り出ずるを制す」と、自分の給料
を下げ、従業員の賞与も減額し、何も購入せず、な
んとリストラまでしました。そして決算を迎えたと
ころ、10万円くらいの利益が出て黒字決算でした。
苦しかったでした。原さんが会長の時、会社が苦し
かったので１年間休会をしました。そんなある時、
会員の大先輩の赤土さんが自転車に乗ってわざわざ
訪ねて来てくれたのです。「おい、クリちゃん元気か」
と。この時ほどロータリーの友情に嬉しくて涙が出
ました。
RCに93年に入会しましたが、私は不良会員で、
月に１回程度の出席と昼食を食べると熟睡し、例会
が終わると目覚めて帰る日々でした。ある時、先輩
の青木さんが浦和に毎月行く事になったと聞き、連
れて行って欲しいと頼みました。青木さんは優しく
承諾してくれました。私の目的は、浦和や大宮で飲
んで帰りたいとの思いでした。青木さんの浦和行は、
地区の職業奉仕委員会活動をする為でした。仕方な
く出席し聞いているうちに、それが自分の会社の内
容と重なってくるではないですか。どんどん職業奉
仕にはまって行き、しまいには地区委員会代表とし
て卓話にまで行かせていただきました。青木さんあ
りがとう。ロータリーの職業奉仕は私たち経営者の
一番大事な経営の基本を教えてくれたのです。シェ
ルドンの経営哲学「最も良く奉仕するもの　最も多
く報いられる」相手に対する思いやり＝サービス、
顧客、下請け、協力者、従業員、関係するすべての
人に思いやり、愛をもって、長い繁栄を望むなら、
先ずは相手の人を大事にしなさい。そう法政大学の
坂本先生「日本で一番大切にしたい会社」に、全く
同じで、従業員を大事にした会社だけが繁栄できる。
以前行った長野県の中央タクシーさん「お客が先、
利益は後」と同じです。同業の会田会員も自社の経
営方針をこれにされ、現在成功されておられます。
最後に、「おれがおれがの我を捨てて、お蔭お蔭
のげで生きる」ご清聴ありがとうございました。

栗田　晴巳私の職業奉仕


